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大 グループは、“Otsuka-people creating new products for better health worldwide”という企業理念のもと、世界

の人々の健康に貢献することを使命とするグローバルヘルスケア企業です。

身体全体をヘルスケアの対象としてとらえ、病気の診断と治療に寄与する「医療関連事業」と、日々の健康の維持・増進をサポート

する「ニュートラシューティカルズ※関連事業」を2本の柱に事業を展開しています。世界26カ国・地域に広がるグループ社員が、

“健康”という人類の普遍的な願いに貢献すべく、様々なテーマに挑戦しています。

※ nutrition(栄養)＋pharmaceuticals(医薬品)の造語

グローバル
事業展開

新カテゴリー
市場の創生

独創的
創造力による
革新的製品

企 業 理 念 Corporate Philosophy

Otsuka-people creating new products
for better health worldwide

世界の人々の健康に貢献する革新的な製品を創造する

実証と創造性
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1971年、大 製薬は最初に創設した研究棟前に

小さな楠の苗を植えました。40年以上のときを経て

私たちの創造性と挑戦を勇気づけるように幹は太り、

枝を茂らせその堂々たる雄姿を誇っています。

記念樹の根元の石碑に刻まれた“Otsuka-people 

creating new products for better health 

worldwide”は、当時の研究部門のモットーとして制

定され、今日の大 グループの企業理念となりました。
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皆様には、平素より当社グループの事業に格別のご支

援、ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

2013年度は、第一次中期経営計画の最終年度でありま

した。同計画期間はグローバルヘルスケア企業として、世界

トップクラスを目指す体制整備の期間と位置づけ、重点施策

を着実に実行することで、増収増益を確保してまいりました。

2014年8月には、持続成長と構造改革を骨子とした第二次中期経営計画を策定しました。同計画で

は、大 グループの多様な事業を背景とした収益を確保し、大 グループの強みを一層推進することに

より、主要製品の独占期間の満了も視野に入れながら各施策を実行してまいります。

今後も、当社グループは“Otsuka-people creating new products for better health 

worldwide”の企業理念のもと、“健康”に関するあらゆるテーマに挑戦し、独創的で革新的な製品と新しい

カテゴリー市場の創出により、世界中の人々の健康に貢献してまいります。

皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ごあいさつ

M E S S A G E  F R O M  T H E  P R E S I D E N T

大 ホールディングス株式会社
代表取締役社長 兼 CEO 

社長メッセージ Otsuka-people creating new products for better health worldwide

02



T H E  OT S U K A  G R O U P ' S  B U S I N E S S  M O D E L

科学的根拠に
基づいた製品開発と

顧客育成による
新規市場開拓

当社は「医療関連事業」と「ニュートラシューティカルズ（NC）
関連事業」をコア事業としています。
医療関連事業では、疾病の診断から治療まで、人々の健康を
包括的にサポートし、NC関連事業では日々の健康の維持・増
進をサポートしています。当社は、この2つのコア事業を両輪
で展開し、世界の人々の健康に貢献すべく活動しています。

NC関連事業

医薬品とニュートラシューティカルズのシナジー

2大コア事業
両輪によるグローバル展開

医薬品からの発想
輸液ビジネス

新カテゴリー創生
NC+食品

当社の製品は、当社グループ創業期からの基盤事業である輸液事業や臨床栄養の経験・ノウハウを活かし開発され、その独
創性により新しい市場を創出してきました。これらの製品の多くはロングセラーとして強力なブランド力を保持しています。

シナジーを活かした強力なブランド力

既存重点事業

次期育成事業

既存安定事業 新規テリトリーへの
チャレンジ

大 グループのビジネスモデル Otsuka-people creating new products for better health worldwide

医療関連事業

未充足疾患への
チャレンジ

滅菌技術 レトルト食品

濃厚流動食 機能性食品

輸  液 機能性飲料

ビタミン類 ビタミン ＋ 炭酸飲料

中枢事業

循環器・その他

輸液事業

がん事業

メディカルデバイス事業

医療
関連事業

NC
関連事業

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010

オロナインH
軟膏

1953年発売

チオビタ・
ドリンク

1964年発売

オロナミンC
ドリンク

1965年発売

ポカリ
スエット

1980年発売

カロリー
メイト

1983年発売

ネイチャー
メイド

1993年日本発売
ソイジョイ
2006年発売

ソイッシュ
2010年発売

ソイカラ
2012年発売
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F I N A N C I A L  H I G H L I G H T S

財務ハイライト Otsuka-people creating new products for better health worldwide

単位：百万円 単位：百万米ドル注1

2010.3 2011.3 注3 注4 2012.3 2013.3 2014.3 2014.3

売上高 ¥1,084,292 ¥1,127,589 ¥1,154,574 ¥1,218,055 ¥1,452,759 $14,115

営業利益 98,481 126,292 148,662 169,660 198,703 1,931

当期純利益 67,443 82,370 92,174 122,429 150,990 1,467

1株当たり当期純利益（円および米ドル） 143.51 164.52 165.20 221.90 278.07 2.70

1株当たり配当金（円および米ドル） 12.50 28.00 45.00 58.00 65.00 0.63

設備投資額 62,456 44,793 43,302 63,256 178,984 1,739

減価償却費 46,626 48,097 48,062 45,463 49,746 483

研究開発費 151,849 164,671 159,230 192,364 249,010 2,419

総資産 1,458,376 1,589,717 1,666,767 1,779,208 2,028,400 19,709

純資産 注2 948,457 1,163,326 1,222,765 1,325,071 1,510,760 14,679

自己資本利益率 7.7% 7.9% 7.8% 9.7% 10.8% 10.8%

自己資本比率 64.2% 72.4% 72.5% 73.7% 73.2% 73.2%

発行済株式の総数（株） 519,156,817 557,835,617 557,835,617 557,835,617 557,835,617 557,835,617

従業員数（名） 24,589 25,188 24,595 25,330 28,288 28,288

事業セグメント別売上高

71.2%

19.4%

3.0%

6.4%

43.2%

41.3%

15.5%
日　本

北　米

欧　州 ・ その他

628.3

599.6

224.9

（十億円）

医療関連

NC関連

消費者関連

その他

1,035.1

281.1

43.8

92.8

（十億円）

地域別売上高
外部顧客に対する売上高外部顧客に対する売上高

（百万円）

営業利益
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126,292 

2011.3

売上高

400,000
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1,200,000

（百万円）

1,084,292

2010.3

1,127,589

2011.3

1,154,574

2012.3

研究開発費 研究開発費
売上高研究開発費率
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営業利益
売上高営業利益率

151,849

14.0

2010.3

164,671

14.6

2011.3

159,230

13.8

2012.3

（注）売上高は顧客の所在地を
　　基礎とし、国または地域に
　　分類しています。

9.1

11.2

148,662

2012.3

12.9

169,660 

2013.3

13.9

1,218,055 

2013.3

192,364

15.8

2013.3

医療
関連事業

NC
関連事業

26%

21%

53%

13%
欧州 ・ 
その他

51% 北米

36% 日本

欧州 ・ 
その他

北米

日本

1,452,759

2014.3

198,703

2014.3

13.7

249,010

17.1

2014.3
0 0 0

（注1）米ドル金額は、2014年3月31日における1米ドル当たり102.92円のレートで計算したものです。
（注2）少数株主持分を純資産に含めて計算しています。
（注3）�2011年3月期の１株当たり当期純利益および潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定にあたり、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 2010年６月30日）、

「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 2010年６月30日公表分）および「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第
９号 2010年６月30日）を適用し、遡及処理しています。

（注4）�2012年3月期より、「在外子会社等の収益および費用の換算方法の変更」および「ライセンス許諾に伴う一時金収入の表示方法の変更」を行ったため、2011年3月期については、当該会計
方針の変更等を反映した遡及適用および組替え後の数値を記載しています。なお、2010年3月期以前に係る累積的影響額については、2011年3月期の期首の純資産に反映させています。
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B U S I N E S S  S E G M E N T S

事業セグメント Otsuka-people creating new products for better health worldwide

21,367

売上高

機能性飲料・機能性食品／
健粧品（コスメディクス※）／OTC医薬品・医薬部外品

飲料／食品／酒類 機能化学品／ファインケミカル／
物流／包装／電子機器

業績推移 （百万円）

業績推移 （百万円）

業績推移 （百万円）

業績推移 （百万円）

1,943

治療薬／輸液（臨床栄養）／診断薬／
医療機器

2012.3

売上高

売上高 売上高

セグメント利益 セグメント利益

セグメント利益 セグメント利益

医療関連事業 ニュートラシューティカルズ
関連事業

消費者関連事業 その他の事業

108,603

782,248

168,481

254,825

2012.3

22,144

3,919

111,664

251,773

2013.3

2012.3 2013.3

2013.3

850,862

187,853

医療上の未解決のニーズをテーマに、疾病の診断から
治療まで包括的に事業展開しています。

医療関連事業で培ったノウハウを活かし、日々の健康の維持・
増進をサポートする製品群を開発、販売しています。

人々に身近な食品や飲料の分野で、オリジナルかつ
ユニークな商品の研究開発に取り組んでいます。

化学製品、電子機器など、幅広く事業展開しています。

※ cosmetics（化粧品）+medicine（医薬品）の造語

2012.3

△2,309

49,207

△2,446

46,889

2013.3 2014.3

2014.3

1,035,080

212,755

25,363

287,133

2014.3

△2,166

43,926

7,235

130,340

2014.3

（注）当業績にはセグメント間取引が含まれています。

大 グループは、「医療関連事業」「ニュートラシューティカルズ関連事業」「消費者関連事業」「その他の事業」の

4つのセグメントで事業を展開しています。
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大 ホールディングスは、グループ各社の持続的な拡大への支援、経営資源の統合によるシナジー最大化、経営

効率化の追求、人材・組織の活性化を推進し、グループ全体の持続的な企業価値向上を目指し2008年7月8日に

グループの持株会社として発足しました。

大鵬薬品

グループ資本構成図　
（2014年3月末現在） 大　ホールディングス

大　化学大　倉庫大　製薬工場大　製薬 大　メディカル
デバイス

1964年に設立。世界の人々の健康に貢献する革新的な

製品を創造するという企業理念のもと、「疾病の治癒」か

ら「日々の健康増進」まで人々の健康を身体全体で考え、

新しい治療薬を提供する医薬関連事業と、人々をより健

康でアクティブにする製品を提供するニュートラシュー

ティカルズ関連事業の両輪で運営するトータルヘルスケア

カンパニーとして事業展開を行っています。

1963年に設立。経口抗がん剤のパイオニアであり、「抗

がん剤の大鵬」として国内でのポジションを確立していま

す。免疫・アレルギー、泌尿器領域においても独自性と新規

性のある新薬の開発に取り組んでいます。コンシューマー

ヘルスケア事業においては、消費者の皆様に親しまれる愛

情ブランドを育て上げてきました。「私たちは人びとの健康

を高め 満ち足りた笑顔あふれる 社会づくりに貢献します」

の企業理念のもと、世界中から信頼される機動的なグロー

バル・スペシャリティファーマを目指しています。

大 製薬株式会社 大鵬薬品工業株式会社

G R O U P  S T R U C T U R E  &  OV E R V I E W  O F  M A I N  O P E R AT I N G  C O M PA N I E S

グループ資本構成と事業会社概要 Otsuka-people creating new products for better health worldwide
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 医療関連事業
 ニュートラシューティカルズ関連事業

大 製薬 徳島研究所（第十研究所）

大鵬薬品 つくば研究センター

大鵬薬品 徳島研究センター

大 メリーランドメディシナルラボラトリーズ Inc.大 （上海）薬物研究開発有限公司

大 製薬 徳島研究所（ハイゼットタワー）

研究開発活動

イギリス

ドイツ
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グローバルR&D拠点 （医療関連事業）

JAPAN

徳島
●探索第一研究所 ●製剤研究所 ★技術センター

●探索第三研究所 ●Qs’研究所 ★メディカルフーズ研究所

●微生物研究所 ●基盤技術研究所 ▲徳島研究センター

●有機化学研究所 ●診断事業部研究部

●徳島研究所 ★研究開発センター
滋賀 兵庫 茨城
●藤井記念研究所 ●赤穂研究所 ▲つくば研究センター
東京
●診断事業部開発部 ▲開発本部

★研究開発センター開発部
大阪
●新薬開発本部

U.S.A.

●大 メリーランドメディシナルラボラトリーズ
★米国事業開発部アメリカ事務所
●アステックスファーマシューティカルズ
●大 ファーマシューティカルD&C
▲大鵬オンコロジー

UK
●アステックスファーマシューティカルズ
●大 ヨーロッパD&C

GERMANY ●大 ノーベルプロダクツ

CHINA
●大 （上海）薬物研究開発
●大 製薬研発（北京）
▲大鵬薬品信息諮詢（北京）

KOREA ●韓国大 製薬

SINGAPORE ▲大鵬ファーマシンガポール

P H A R M A C E U T I C A L  S E G M E N T

医療関連事業
Otsuka-people creating new products for better health worldwide

大 製薬 藤井記念研究所 大 製薬工場 メディカルフーズ研究所

●…大 製薬　★…大 製薬工場　▲…大鵬薬品　　  基礎研究部門　  臨床研究部門

シンガポール

中国

タイ

徳島

東京

茨城
滋賀

兵庫

佐賀 大阪

韓国 アメリカ

日本
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OT S U K A  G R O U P,  F O R  F U RT H E R  G R OW T H

成長を続ける大 グループの挑戦 Otsuka-people creating new products for better health worldwide

1983年に「水だけを出す利尿剤」というファースト・イン・

クラスの医薬品開発への挑戦は始まりました。26年の歳月を

かけて開発されたバソプレシンV2受容体拮抗剤「サムスカ」

（一般名：トルバプタン）は、水だけを出す利尿剤として現在

世界20カ国で展開されています。

ものまねをしない研究開発から生まれたトルバプタンの可能

性は、ひとつの機能だけに留まりませんでした。2003年9月、

大 製薬の提供したバソプレシンV2受容体拮抗剤「OPC-

32160（モザバプタン）」が、治療薬のない遺伝性の腎疾患、

常染色体優性多発性のう胞腎（ADPKD＊）の腎のう胞の増殖・

増大を動物モデルにおいて抑制する研究成果が、米国の大学

により国際学術誌Nature Medicineで発表されました。この

発表を受け、「この疾患は他に治療法があるのか。いま、他に開

発している会社はあるか。うちがやらなければ、どこもしない。

それならばやるしかない」というマネジメントの決断のもと、

2004年、世界中の患者さんが待ち望むADPKD治療薬とし

てのトルバプタンの挑戦が始まりました。

世界の情熱あふれる研究者たちと共に大規模の国際共同臨

床試験を2007年に開始し、その結果、ついに2014年、世界

に先駆け日本でADPKD治療薬としての承認を得ることがで

きました。現在、欧州では承認申請中で、米国においては再申

請のための追加試験を実施しています。

＊ADPKD：Autosomal Dominant Polycystic Kidney Disease
ADPKDは、両方の腎臓にのう胞（液体が詰まった袋）が無数にできて腎臓が何倍にも
大きくなり、腎機能が徐々に低下していく遺伝性の病気で、両親のいずれかがADPKD
の場合、50%の確率で子どもに遺伝します。腎機能が徐々に低下してくると約半数
の患者さんが70歳までに末期腎不全に至り、透析や腎移植が必要となります。遺伝性
の疾患の中でも発症頻度が高く、日本には約3万人、欧州には約20万人、米国には
約12万 人 の 患 者 さ ん が い ま す。 （ 出 典： Nephron(1998)、EMA、ADPKD 
Epidemiology Study Reporting Diagnosed Cases, TOLV-002）

特集1 経口バソプレシンV2受容体拮抗剤「サムスカ」の新カテゴリー
腎臓の希少疾病ADPKDの治療薬として世界に先駆け日本で承認

希少疾病のための創薬への長きにわたる取り組み

これまで治療薬がなかった
ADPKDへの挑戦
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世界15カ国＊1,445人のADPKD患者を対象にした国際共同第3相臨床

試験（試験名：TEMPO3:4）では、ADPKDの進行に対する有効性と安全性の

評価が行われ、トルバプタンが腎臓の容積の増加を抑制することが示されまし

た。トルバプタンは、バソプレシンV2受容体拮抗作用により、バソプレシンによ

る細胞内cAMPの産生を抑制することで腎のう胞の増大を抑制すると考えら

れています。この試験結果は2012年11月に医学界で最も権威のある学術

誌のひとつThe New England Journal of Medicineに掲載されました。

＊�米国、日本、ドイツ、フランス、ポーランド、オーストラリア、イギリス、ベルギー、イタリア、オランダ、
アルゼンチン、カナダ、ルーマニア、ロシア、デンマーク

30年以上にわたる研究開発が結実
多剤耐性結核治療薬「デルティバ」、欧州、
日本でついに承認、販売開始

大 製薬は、かつて一度は克服されたといわれてい

た結核に対し、30年以上にわたり新薬の研究・開発に

取り組んできました。結核の中でも、従来の薬剤（イソ

ニアジド、リファンピシン）に耐性を持つ多剤耐性結核

が新たな問題となっており、世界で毎年約45万人の患

者さんが発症し、約17万人が亡くなっています。また、

多剤耐性結核の治癒率は低く、世界の脅威となってい

ます。

「デルティバ」（一般名：デラマニド）は、結核菌の細胞

壁を構成するミコール酸の生成を阻害することで効果

を示す、新しい作用メカニズムを有する抗結核薬です。

世界9カ国17施設で行われた結核分野における世界

最大規模の臨床試験を行い、結核菌の消失の有用性

が確 認されました。そ の 結 果は学 術 誌 The New 

England Journal of Medicineに2012年6月 に

掲載されました。

半世紀近く待ち望まれていた結核の新しい治療薬と

して、2014年4月に「デルティバ」は、成人の多剤耐性

結核の患者さんに対する治療の併用薬として、欧州で

販売承認を取得し、ドイツや英国で発売となりました。

日本でも7月に承認を取得し、販売することになりました。

TO P I C S

高いエビデンスを目指した
大規模な国際共同臨床試験への挑戦
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TAS-102※、国際共同臨床第3相試験で全生存期間を有意に延長
—欧米での早期申請を目指す—

大鵬薬品は、自社創薬した経口抗がん剤「ロンサーフ」の国内での販売を2014年5月に開始しました。

本剤は、ヌクレオシド系抗悪性腫瘍剤であり、国内第2相臨床試験結果に基づき、「治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌

（標準的な治療が困難な場合に限る）」を効能･効果として、世界に先駆けて2014年3月に国内で製造販売承認を取得しました。

大鵬薬品は、標準的な治療が困難で治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸がんに対し、本剤が新たな選択肢のひとつとして、

患者さんの治療に貢献できることを期待しています。

進行・再発の結腸・直腸がん患者を対象とした国際共同臨床第3相試験（試験名：RECOURSE）の結果が2014年6月に得られま

した（第16回世界消化器癌学会）。本試験では、標準化学療法に不応・不耐となった治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸がん患

者において、TAS-102は主要評価項目である全生存期間を有意に延長し、また、特に問題となるような有害事象は観察されませ

んでした。

本試験の結果を基に、大鵬薬品は2014年末に米国で、2015年第1四半期に欧州での申請を目指します。

※「ロンサーフ」の治験薬番号

特集2 大鵬薬品のがん事業、さらなる飛躍へ

自社創薬の経口抗がん剤「ロンサーフ」、
世界に先駆けて日本で承認・発売

「ロンサーフ」を製造する北島工場（徳島）
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OT S U K A  G R O U P,  F O R  F U RT H E R  G R OW T H

成長を続ける大 グループの挑戦
Otsuka-people creating new products for better health worldwide

今後臨床段階に進むことが
期待されている化合物

※臨床開発段階の化合物については、P20～21「新薬開発状況」をご参照ください。

2014年6月末時点

● 大鵬薬品は、創業から半世紀の歴史の中で、がん領域を事業の大きな柱とし、日本を代表する抗がん剤を

　世に送り出し、国内におけるリーディングカンパニーのひとつとしてのポジションを担っています。

● がん治療を行う患者さんのQOL（生活の質）改善にも貢献できるよう、サポーティブケアにも製品ラインを

　拡充しています。

●今後は、画期的な新薬を待ち望む世界中の患者さんへの貢献を目指し、がん領域における事業の

　グローバル化を加速します。

1970
1980

1990

2000

2010

1974
｢フトラフール｣発売

1984
｢ユーエフティ｣発売

1999
｢ティーエスワン｣発売

2003
｢ユーゼル｣発売

2013
「ティーエスワン」配合OD錠発売
「イーフェン」発売

2012
｢ティーエスワン（Teysuno）｣
欧州で順次発売

2010
｢アロキシ｣､
｢アブラキサン｣発売

2014
｢ロンサーフ｣発売

TAS-117 高活性の高選択的AKTキナーゼ阻害剤 前臨床

TAS-119 高選択的Aurora Aキナーゼ阻害剤 前臨床

TAS-120 高活性、高選択的、不可逆的FGFR阻害剤 前臨床

TAS-121 耐性変異に有効なEGFR阻害剤 前臨床

大鵬薬品における製品開発の歴史（がん領域）
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ユーザーを取り込み、市場シェアや口座件数が拡大、販売数量

においても前期を大幅に上回りました。ヘルシー大豆スナック

「ソイカラ」は、2013年10月に「のり納豆味」、「オリーブオイル

ガーリック味」の２アイテムを追加しました。食事前や就寝前でも

食べられるヘルシーなスナックという新しいコンセプトの訴求等

によりブランド認知率、喫食率が上昇しています。インターネット

を中心に販売する大豆炭酸飲料「ソイッシュ」を合わせた大豆

３製品により、大豆の栄養機能を一般生活者に広く理解して

もらうための食育活動にも取り組んでいます。

炭酸栄養ドリンク「オロナミンC」は、CM等で製品特長を分か

りやすく訴求し、機能面や安心信頼の価値を高めるプロモーショ

ン活動に注力した結果、製品特長の認知率が女性消費者層で上昇

し、成長しています。

バランス栄養食「カロリーメイト」は、製品コンセプトである

“バランス栄養食”を訴求するプロモーション活動に注力した

水分・電解質補給飲料「ポカリスエット」は、国内において「ポカリ

スエット イオンウォーター」を2013年４月に新発売、飲用からの

体感施策などのプロモーション活動に注力しました。運動時や

オフィス等室内で作業する場合など、飲用シーンや嗜好による

選択肢が「ポカリスエット」「ポカリスエット イオンウォーター」の

２種に拡大したことも貢献し、2013年度においては、販売数量

は前期比で増加しました。海外では16カ国・地域で展開して

おり、インドネシアでは中間所得者層の増加が消費を拡大し、

中国ではITを活用した効率的営業システムの構築による口座

件数の拡大などにより、継続して販売数量が拡大しました。

大 グループは、大豆（Soy）が地球上の健康問題、環境問題

などの解決（solution）になるとの考え「Soylution」をテーマに

大豆関連事業を推進しています。世界11カ国・地域で展開する

大豆バー「ソイジョイ」は、国内においては2013年４月に発売

した新アイテム「ソイジョイ ピーナッツ」が男性を中心に新規

事業の概要
大 グループのニュートラシューティ

カルズ関連事業では、日々の健康の維持・

増進をサポートする機能性飲料・機能性

食品を中心に事業を展開しています。

近年では、健康問題、環境問題など人類が

抱える様々な問題を「大豆（Soy）」が「解

決（solution）」す る と い う 考 え 方

「Soylution」をテーマに大豆ビジネスに

取り組んでいます。

N U T R A C E U T I C A L  S E G M E N T

ニュートラシューティカルズ関連事業 Otsuka-people creating new products for better health worldwide

事業報告
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結果、2013年度における販売数量は前期比微増となりました。

米国薬剤師が推奨するサプリメントとして８品目が選ばれ＊1、

2007年から７年連続米国店頭販売No.１サプリメント＊2である

米国ファーマバイトの「ネイチャーメイド」は、2013年６月に竣

工したアラバマ州の工場により生産・供給体制を強化しました。

国内では、2013年11月に水なしに口で溶ける新シリーズ「ビタ

メルト」〔５種類〕を新発売し、サプリメントを摂る習慣がない消費

者を中心にブランドの強化を図っています。

欧州を中心に40カ国以上で事業を展開しているニュートリショ

ン エ サンテは、栄養・健康食品ブランド「Gerble」（ジェルブレ）の

砂糖不使用製品やグルテンフリー製品が成長を牽引、有機食品や

大豆製品が堅調に推移しています。

「肌の健康」をテーマにした健粧品（コスメディクス）事業では、

男性向け、女性向け２つのブランドが飛躍的に伸張しました。

発売５年目を迎えた男性スキンケアブランド「UL・OS（ウ

ル・オス）」は、スキンローション、スキンミルクで乾燥による小

ジワを目立たなくする新効能を追加しました。現在「UL・OS」

は男性化粧品カテゴリーの中で成長率No.１＊3のブランドと

なっています。2012年３月に進出した韓国では、“2013 

消費者選定品質満足大賞”男性化粧品部門大賞を昨年に続き

連続受賞したほか、採用店舗数も拡大し、ブランド育成が順調に

進んでいます。

健康で美しい肌を求める女性向け「インナーシグナル」は、

通信販売による新規顧客の増大と高いリピート率から引き続き

順調にロイヤルユーザーを増やしています。

発売60年目の「オロナインH軟膏」は、若い世代に向けて

チューブタイプの販売促進にも注力した結果、販売数量が増加

しました。

滋養強壮剤「チオビタ」は、滋養強壮剤市場全体の縮小や、流

通在庫の適正化等の理由により前期の販売数量を下回りました。

＊1：�Based on 2013 US News & World Report - 
Pharmacy Times Survey, Nature Made is the #1
Pharmacist Recommended Brand in Eight 
Segments - Letter Vitamins, Omega-3/Fish Oil, 
Coenzyme Q10 ,  F lax  Seed  O i l ,  He rba l 
supplements, Cholesterol Management-Natural, 
Garlic (tie) and Diabetic Multivitamins (tie).

＊2：�Pharmavite calculation based in part on data 
reported by Nielsen through its Scantrack®

service for the Dietary Supplements category in 
dollar and unit sales, for the 52-week period 
ending 4/12/2014 in US Food Drug Mass 
channels; and for the 52-week period ending 
4/12/2014 in US xAOC channels. ⓒ2014 The 
Nielsen Company

＊3：�「インテージPOSデータ拡大推計（上位５ブランド対象）」
（'13/04/01-'14/03/30)
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主力商品紹介

ソイジョイ
小麦粉を使用せず大豆を粉にした生地に様々な素材を加えて焼き
上げた新しいタイプの栄養食品。「Soylution」コンセプトの第一弾
製品。2014年4月には「アーモンド&チョコレート」を発売しました。

大豆の栄養がまるごと摂れ、ノンフライで仕上げたヘルシー大豆ス
ナック。振るとカラカラ楽しい音を奏でます。1袋に大豆約50粒
分を含みます。

ソイカラ

2006年
発売

ポカリスエット
「汗の飲料」をコンセプトに、水分とイオン（電解質）を速やかに補
給する健康飲料。2013年には軽やかな甘さでカロリーオフの

「イオンウォーター」も加わり、運動や労働などでの発汗時や、オ
フィス内など日常シーンでの飲用を提案しています。

ビタミンＣをはじめ各種ビタミン、アミノ酸等を手軽に美味しく飲め
る炭酸栄養飲料。

オロナミンCドリンク

1980年
発売

1965年
発売

大豆の「おから」成分まで大豆の持つ栄養がまるごと入った大豆
炭酸飲料。炭酸のさわやかさで大豆特有の後味が気にならず、大豆
が苦手な方にもおすすめです。

ソイッシュ

2010年
発売

五大栄養素（タンパク質、脂質、糖質、ビタミン、ミネラル）を含んだ
バランス栄養食。食事がとれない時、時間がない時など、いつでも
手軽に栄養補給できます。

カロリーメイト

1983年
発売

2012年
発売
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2005年
発売

1964年
発売

1979年
発売

1953年
発売

N U T R A C E U T I C A L  S E G M E N T

ニュートラシューティカルズ関連事業
Otsuka-people creating new products for better health worldwide

インナーシグナル

ネイチャーメイド

医薬部外品として、美白における新規の効能効
果の承認を取得した、有効成分エナジーシグナ
ルAMPを含んだ女性向けスキンケアブランド。

アメリカNo.1のビタミンサプリメントブランド。
2013年には水なしで口で溶けるタイプの「ビタ
メルト」シリーズを発売しました。

体力消耗時に減少するビタミンB1などのビタミンB群、
有効成分タウリン、消化機能を高めるカルニチン塩化物
などを配合したビタミン含有保健剤。2014年に発売
50年を迎えるロングセラー。

1993年
日本発売

生薬配合胃腸薬。二日酔いや、食べ過ぎ、胃のむかつ
きなどの症状を改善します。苦味健胃といった苦味や、
芳香性健胃といった香りが胃の働きを助けます。

※写真は指定医薬部外品のソルマック胃腸液プラス

「肌の健康」というコスメディクス発想に
基づいた、ミドルエイジ層男性をター
ゲットとした全身スキンケアブランド。

殺菌効果に優れたクロルヘキシジング
ルコン酸塩配合の皮膚疾患外傷治療剤。

ウル・オス

食物センイ飲料。忙しい現代人の食
生活に不足しがちな食物繊維を手軽
に美味しく摂取することができ、身体の
中からの健康と美容をサポートします。

50年以上の歴史を持つ、フランス薬局売上No.1
ダイエット食品「ミリカル」を、2014年4月に日本で
発売。おやつや通常の食事も楽しめる独自の1週間

「3.2.2」プログラムにより、飽きずに続けられる新
しいダイエットを提案します。

長年の大豆の研究から見出した「エクオール」の
可能性に着目。女性の健康維持増進や生活の質
の向上にむけて、専任スタッフが全国各地で情報
提供を行っています。

ファイブミニ ミリカル

エクエル

2014年
日本発売

2014年
発売

1988年
発売

チオビタ・ドリンク
指定医薬部外品

オロナインH軟膏
第二類医薬品

ソルマック
指定医薬部外品

2008年
発売

第二類医薬品
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ニュートラシューティカルズ関連事業
グローバル展開の現状　（2014年4月現在）

日　本

2003年
「ポカリスエット」を販売開始
2006年
「ソイジョイ」を販売開始

中 国

アセアン
「ポカリスエット」の販売国と
販売開始年
シンガポール（1983年） 
タイ（1998年）
マレーシア（1999年）
フィリピン（2007年）
ベトナム（2012年）
2008年
シンガポールで
「ソイジョイ」を
販売開始

HONG KONG

TAIWAN

CHINA

ASEAN

INDONESIA

EUROPE

MIDDLE EAST

U.S.A

中 東

「ポカリスエット」の販売国と販売開始年
バーレーン、サウジアラビア、オマーン（1983年） 
U.A.E.（1984年）
クウェート、カタール（2003年）
エジプト（2008年）
1985年
「オロナミンCドリンク」を販売開始

韓 国

香 港 台 湾

欧 州

ミリカル

ジェルブレ ジャリネア

2009年
ニュートリション エ サンテ社（N&S社）
買収により進出
2011年
「ソイジョイ」を販売開始

1987年
「ポカリスエット」を販売開始
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

アメリカ
1989年
ファーマバイト社を買収
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

1982年
「ポカリスエット」を販売開始
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

1982年
「ポカリスエット」を販売開始
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

インドネシア
1989年
「ポカリスエット」を販売開始
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

JAPAN

TOKUSHIMA

SAGA

GUNMA

SHIZUOKA

HOKKAIDO

KOREA

飲料生産拠点 食品・サプリメント生産拠点　※一部非連結会社による販売エリアを含む
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日　本

2003年
「ポカリスエット」を販売開始
2006年
「ソイジョイ」を販売開始

中 国

アセアン
「ポカリスエット」の販売国と
販売開始年
シンガポール（1983年） 
タイ（1998年）
マレーシア（1999年）
フィリピン（2007年）
ベトナム（2012年）
2008年
シンガポールで
「ソイジョイ」を
販売開始

HONG KONG

TAIWAN

CHINA

ASEAN

INDONESIA

EUROPE

MIDDLE EAST

U.S.A

中 東

「ポカリスエット」の販売国と販売開始年
バーレーン、サウジアラビア、オマーン（1983年） 
U.A.E.（1984年）
クウェート、カタール（2003年）
エジプト（2008年）
1985年
「オロナミンCドリンク」を販売開始

韓 国

香 港 台 湾

欧 州

ミリカル

ジェルブレ ジャリネア

2009年
ニュートリション エ サンテ社（N&S社）
買収により進出
2011年
「ソイジョイ」を販売開始

1987年
「ポカリスエット」を販売開始
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

アメリカ
1989年
ファーマバイト社を買収
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

1982年
「ポカリスエット」を販売開始
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

1982年
「ポカリスエット」を販売開始
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

インドネシア
1989年
「ポカリスエット」を販売開始
2007年
「ソイジョイ」を販売開始

JAPAN

TOKUSHIMA

SAGA

GUNMA

SHIZUOKA

HOKKAIDO

KOREA

N U T R A C E U T I C A L  S E G M E N T

ニュートラシューティカルズ関連事業
Otsuka-people creating new products for better health worldwide
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ニュートラシューティカルズ
関連事業トピックス

N U T R A C E U T I C A L  S E G M E N T

ニュートラシューティカルズ関連事業
Otsuka-people creating new products for better health worldwide

“もうひとつのポカリスエット”
「ポカリスエット イオンウォーター」海外初・台湾で販売開始

ビジネスパーソンの間食に
大豆バー「SOYJOY アーモンド＆チョコレート」新発売

ポカリスエット
公式ブランドサイト http://www.otsuka.co.jp/poc/

ソイジョイ
公式ブランドサイト http://www.otsuka.co.jp/soy/

大 製薬の「ポカリスエット」は、「汗の飲料」をコンセプトに、発汗によって失われた水分、電解質（イオン）をスムーズに補給する

健康飲料として1980年に発売されてから30年以上が経過しました。そして、2013年4月8日、人々の味覚やライフスタイルの変

化を背景に、日常的に飲みやすい水分電解質補給飲料「ポカリスエット イオンウォーター」を発売。ポカリスエットの機能はそのま

まに、軽やかな甘さ、後味スッキリ、カロリーオフを実現した“もうひとつのポカリスエット”です。

「ポカリスエット」は、日本発のグローバル製品として、現在では世界17カ国・地域で展

開していますが、「ポカリスエット イオンウォーター」は初の海外展開先として台湾で

2014年4月1日から発売しました。台湾では、1982年から「ポカリスエット」の販売を

開始し、1996年には台湾大手の清涼飲料企業・金車股份有限公司と共同出資で金車大

を設立し、現地にて製造販売を行っています。

今後も、各地の文化や状況にあわせ、「ポカリスエット」「ポカリスエット イオンウォー

ター」を通じて、激しい発汗を伴う運動時や日常生活の中で身体の水分が失われるオフィ

ス内など、様々なシーンに応じた水分電解質補給の啓発活動を行い、新たな市場の創造を

目指します。

大 製薬は、まるごと大豆の栄養を手軽に美味しく摂れる大豆バー「SOYJOY（ソイジョイ）」の新アイテムとして、ざ

くっとしたローストアーモンドと香り豊かなチョコレートを大豆と組み合わせ、ほどよい甘さに仕上げた

「SOYJOY アーモンド＆チョコレート」を2014年4月21日に発売しました。

人目を気にせずオフィスでスマートに食べられること、糖質の吸収がおだやかで太りにくいといわれる

低GI食品であることから、特に忙しい中でも健康面の自己管理が欠かせないビジネスパーソンの間食

として、毎日の空腹対策や健康維持におすすめしています。

大 製薬は、大豆（Soy）が地球上の健康問題や環境問題などの解決（solution）になるとい

う「Soylution（ソイリューション）」の考えのもと、大豆の栄養をまるごと、美味しく摂取

できる製品を開発し、新しいカタチで世界に提案しています。
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OT S U K A  G R O U P,  F O R  F U RT H E R  G R OW T H

成長を続ける大 グループの挑戦 Otsuka-people creating new products for better health worldwide

長寿国の日本では現在、生活の質を高く保ち、日々健康に過ごせる期間

「健康寿命」の延長が注目されています。特に女性は、40代以降の急激な女

性ホルモンの減少により、様々な心と身体の変化が起こることから、この時期

のケアは、その後の生活の質、健康寿命の延長に影響するといわれています。

大 製薬は、大豆由来の成分「エクオール」に着目。エクオールとは、大豆

イソフラボンのひとつであるダイゼインから、腸内細菌の働きによって産生

される代謝物で、大豆を摂取することで腸内で産生され、弱い女性ホルモン

（エストロゲン）様作用を有します。このことから、大豆や大豆イソフラボンの

摂取は女性の健康維持増進に貢献することが期待されています。

しかし、エクオールを産生できる人の割合は、日本や中国など大豆をよく食

べる国では約50%、欧米では約30%にとどまるといわれており、産生できる

人も健康状態やストレスにより腸内細菌は毎日変化するため、エクオールの

産生量は変化し、急につくれなくなることもあります。

女性の健康維持増進のためには、エクオール非産生者はもちろんのこと、

産生者も、毎日エクオールを摂取することが大切であると考えられます。

「女性の健康」「健康寿命の延長」など、現代の日本が抱える課題に
対し、大 製薬は長年研究を続けています。女性は40代以降、急激
な女性ホルモン（エストロゲン）の減少に伴い心と身体の変化が起
こる“ゆらぎ世代”を迎えます。大 製薬は、大豆の研究から見出した

「エクオール」の可能性に着目。医薬品事業部や米国と連携し行われ
た大 製薬ならではの研究により、エクオール含有食品「エクエル」
を開発し、2014年4月に発売しました。

大 製薬は1996年から、ニュートラシューティカルズ関連事業製品の研究所である佐賀栄養製品研究所にてエクオールの研究を開

始。腸内細菌によってエクオールが産生されることは報告されていましたが、その菌が何であるかは当時まだ謎であったため、まずは食

品として使える菌を探すことからスタートしました。その道のりは困難を極めましたが、研究員たちの努力により、エクオールを産生する乳

酸菌「ラクトコッカス20-92」株を発見。その後2002年に、「ラクトコッカス20-92」株の単離に成功。研究員のあきらめない熱意が、エク

オール含有食品の製品化に向けての大きな一歩となりました。

エクエル
公式ブランドサイト http://equelle.jp/

大豆イソフラボン

エクオール
大豆イソフラボンのひと
つであるダイゼインか
ら、腸内細菌の働きに
よって発酵され、エク
オールは産生されます。

エクオール産生菌※

※乳酸菌ラクトコッカス20-92株などの腸内細菌

HO

OH

エストロゲン

HO

OH

O
エクオール

大豆胚芽には 大豆イソフラボン が豊富に含まれています。
大豆イソフラボンは、3種類あります。

※（　）内は、大豆胚芽に含まれる
　　大豆イソフラボン量に対する割合

ダイゼイン
（約

ゲニステイン
（約

グリシテイン
（約

）

）

）

50%

10 - 20%

30 - 40%

発酵

特集3
あきらめない研究から生まれた
大豆由来のエクオール含有食品「エクエル」新発売

医薬品事業部や米国と連携
“あきらめない”研究開発

大豆由来の「エクオール」

35



事業の概要
大 食品は、「美味・安全・安心・健康」をテーマに、新しい生

活スタイルを提案し、新たな市場を切り開いてきました。

食品の分野では、1968年に世界初の市販用レトルト食品

として「ボンカレー」を発売し、以来、「マンナンヒカリ」「マ

イサイズ」など時代に先駆けた商品を展開しています。

2013年には定番の「ボンカレーゴールド」が箱ごと電子レ

ンジ対応商品となり、それに続き「マイサイズ」シリーズも

すべて電子レンジ調理が可能となりました。

飲料の分野では、ロングセラー商品「シンビーノ　ジャワ

ティストレート」をはじめ、マウント・シャスタの麓で湧水

を直接ボトリングした軟水「クリスタルガイザー」、ビタミ

ン炭酸飲料「マッチ」など、消費者の皆様の嗜好や様々な

シーンに合うラインアップを展開しています。

事業の概要
大 グループの「その他の事業」では、

化学製品および運輸・倉庫業、電子機器

など多角的に事業を展開しています。

機能化学品分野では、自動車業界の好調により、タイ

ヤ用添加剤やブレーキ用摩擦調整剤「ティスモ」「テラ

セス」が堅調に推移し、新商品のキャパシタ用電解液な

どの新規採用も順調に進んでいます。建築分野におい

ても建築材料向け発泡剤や塗料用硬化剤等も引き続

き好調で売上拡大に貢献し、全体としては前期比で大

幅な増収となりました。ファインケミカル分野では、医

薬中間体「DACTA」の販売数量減少などにより前期比

で微減となりました。

化学品

C O N S U M E R  P R O D U C T S  S E G M E N T

OT H E R  S E G M E N T

消費者関連事業

その他の事業

クリスタルガイザー

シンビーノ ジャワティストレート

マッチ

リッジワイン

マンナンヒカリボンカレーネオ
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